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デジタルラボラトリプラットフォーム構想における研究自動化 
Laboratory Automation based on Digital Laboratory Platform Concept 

 
開催趣旨 

富士通の提唱するデジタルラボラトリプラットフォーム(Digital Laboratory Platform:以下 DLP)構想は、研究活
動によって生じる全ての研究情報をデジタル化することを通じて、”研究業務の効率改善”及び”AI やビッグデータ解析の
導入促進”を可能にするコンセプトである。 

新型コロナ感染症拡大の環境下において、”研究業務の効率改善”の重要な部分を担う研究自動化に注目が集ま
っている。DLP は、自動化を実現する機器を IoT 機器として取り扱うことによって研究実施と同時に実施記録を取得す
る設計思想を有しており、単なる研究業務の代行を超える価値を追求している。 

本セッションでは、具体的な事例として弊社が長年培ってきた研究情報管理技術と近年低価格化/小型化/軽量
化が進展しているロボット技術（デンソーウェーブ製 COBOTTA）を組み合わせたプロトタイプの実装イメージ、及びその
他の自動化機器として電子ペーパー、VR（仮想現実）技術の使ったソリューションも併せて紹介する。セッションの最後
には研究自動化を促進するアイデアの共有を目的に研究自動化の有識者を交えたディスカッションをおこなう。 
 
デジタルラボラトリコンセプトの紹介︓ 富士通株式会社 萩原稔 

化学・材料・医薬分野の R&D ソリューションに向けた新たなソリューションであるデータ駆動型デジタルラボ「デジタルラ
ボラトリプラットフォーム」(Digital Laboratory Platform)コンセプトのご紹介 
 

人協働ロボット「COBOTTA」の特長と事例紹介︓株式会社デンソーウェーブ 植木隆太様 
卓上サイズの人協働ロボット「COBOTTA」の特長である、「safety design」「portable body」「easy to use」
「open platform」と、研究室等での活用事例をご紹介 
 

研究業務への協働ロボット実装検討︓ 富士通株式会社 久保木俊彦 
協働ロボットを使って、データ収集・処理・解析の仕組みを自動化し、作業効率とデータ整合の改善を目指したプロト
タイプモデルのご紹介 

 
創薬研究 Virtual Reality 技術および電子ペーパーの紹介︓ 富士通株式会社 原田明彦 

創薬研究 Virtual Reality ソフトウェア Nanome および研究活動中に生じる”紙”の発生を最小限にすることで電
子ペーパーのご紹介 

 
フリートークセッション︓ 座長 富士通株式会社 原田明彦 

研究自動化の普及促進をテーマに、システムインテグレータ、ロボットなどの各分野の有識者の方によるフリーディスカッ
ションをおこないます。 
※詳細は未定のため、当日ご案内します。 



 

 

Concept イメージ 

 

 
 


